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年
度
の
主
な
改
正
の
概

　
年
度
の
主
な
改
正
の
概
要要

２７２７
　
◎
４
月
か
ら
の
変
更
点
＝
介
護

老
人
福
祉
施
設
（
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
）
へ
の
入
所
は
、
原
則
、

要
介
護
３
以
上
の
方
が
対
象
と
な

り
ま
す

　
※
要
介
護
１
・
２
の
方
で
も
、

「
特
別
入
所
の
要
件
」
に
該
当
す

る
場
合
は
入
所
で
き
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
現
在
入
所
中
の

方
は
引
き
続
き
入
所
で
き
ま
す
。

　
◎　
年
度
保
険
料
算
定
分
か
ら

２７

の
変
更
点
＝
所
得
が
低
い
方
の
介

護
保
険
料
の
軽
減
割
合
を
拡
大
し

ま
す
（
７
月
に
保
険
料
決
定
通
知

書
を
送
付
）

　
◎
８
月
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
分
か

ら
の
変
更
点
＝　
歳
以
上
（
第
１

６５

　
市
で
は
、
平
成　
年
の
総
人
口

３７

に
占
め
る　
歳
以
上
の
高
齢
者
人

６５

口
の
割
合
は
約
３
割
と
推
計
し
て

い
ま
す
。
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
生
活
を
継
続
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
、
介
護
、
医
療
、
生

活
支
援
、
介
護
予
防
を
充
実
す
る

な
ど
の
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

　
　
年
度
の
介
護
保
険
制
度
の
主

２７
な
改
正
と
し
て
、
費
用
負
担
の
公

平
化
を
図
る
た
め
に
、
世
帯
非
課

税
低
所
得
者
の
保
険
料
の
軽
減
拡

充
の
他
、
一
定
以
上
の
所
得
の
あ

る
方
の
利
用
者
負
担
な
ど
が
引
き

上
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
予
防
給

付
の
う
ち
訪
問
介
護
と
通
所
介
護

を　
年
４
月
か
ら
新
し
い
総
合
事

２９
業
に
移
行
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
、

年
金
か
ら
の
天
引
き（
特
別
徴
収
）

で
納
め
る
方
は
、
年
６
回
の
年
金

支
給
月
に
保
険
料
が
天
引
き
さ
れ

ま
す
。

◎
４
月
・
６
月
・
８
月
は
保
険
料

の
「
仮
徴
収
期
間
」
で
す

　
年
間
の
保
険
料
額
は
、
毎
年
７

月
に
市
民
税
・
都
民
税
の
所
得
内

容
を
基
に
算
定
し
、
決
定
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
年
間
保
険
料
額
が
決

定
す
る
ま
で
は
「
仮
徴
収
期
間
」

と
し
て
、
同
年
２
月
と
同
額
の
保

険
料
を
、
４
月
・
６
月
・
８
月
の

３
回
で
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
７
月
に
年
間
保
険
料
額
が
決
定

し
た
後
は
、既
に「
仮
徴
収
期
間
」

で
納
め
た
保
険
料
と
の
差
額
を
、

　
月
・　

月
・
翌
年
２
月
の
３
回

１０

１２

で
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
※
年
間
の
保
険
料
額
を
平
準
化

す
る
た
め
に
、
６
月
・
８
月
の
仮

徴
収
額
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
変
更
し
た
場
合
は
、
個
別

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
４
月
か
ら
保
険
料
の
年
金
天
引

き
が
始
ま
る
方
へ

　
４
月
上
旬
に
、「
仮
徴
収
額
決
定

通
知
書
兼
納
入
通
知
書
」
を
送
付

し
ま
す
。４
月・６
月・８
月
は「
仮

徴
収
期
間
」
と
し
て
算
定
し
た
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
【
対
象
】　

年　
月
初
旬
ま
で
に
、

２６

１０

　
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
方
や
転

７５

問い合わせ先予約開始日相談員会場時間実施日相談内容・定員

午前８時半か
ら電話で
生活文化課
☎４７０・７７３８

３月２６日（木）
弁護士

市役所２
階相談室

午前１０時
から

１日（水）
８日（水）法律相談

（各日8人）
４月９日（木）１５日（水）

２２日（水）

３月２７日（金）
司法書士午後１時

から１日（水）
不動産登記・供託の代
理相談（5人）

土地家屋調査士表示登記相談（5人）

４月２日（木）行政書士午前１０時
から８日（水）

相続・遺言・成年後見
等手続き相談（4人）

４月３日（金）税理士午後１時から税務相談（5人）

４月１０日（金）
人権擁護委員午後１時半から１５日（水）人権・身の上相談（4人）
宅地建物取引主
任者午後１時

から
１５日（水）不動産相談（5人）

４月１６日（木）
弁護士

２２日（水）
交通事故相談（5人）

社会保険労務士午前１０時
から

年金・労災・雇用保険・
人事管理等相談（4人）

午前９時から
電話で
同センター
☎４７２・００６１

３月１８日（水）
女性カウンセラ
ー男女平等

推進セン
ター

午前１０時～
午後１時６日（月）

女性の悩みごと相談
（各日3人） 午後１時半

～４時半

１３日（月）

３月３０日（月）２０日（月）
２７日（月）

３月２０日（金）女性弁護士
午前９時半
～午後０時
半

３日（金）女性弁護士による
法律相談（3人）

東久留米市商
工会☎４７１・
７５７７

前日までに市商工会経営指
導員

東久留米
市商工会
館

午前１０時～
午後４時平日経営相談

問い合わせ先相談員会場時間実施日相談内容
同協会事務局
・桑原建築設
計事務所
☎４７６・１５１５

東久留米建築
設計協会

市役所１階屋内ひ
ろば

午後２時～
５時１０日（金）耐震相談

中央相談室
☎４７３・３６６７

教育相談員

中央相談室
（成美教育文化会
館内教育センター）午前１０時～

午後５時

火曜～
土曜日教育相談

※電話相談も可。
滝山相談室
☎４７５・８９０９

滝山相談室
（西中学校隣）

月曜～
金曜日

同課
☎４７０・７７３６

母子・父子自
立支援員

児童青少年課
（市役所２階）

午前８時半
～午後５時開庁日母子・父子相談

前月末までに
障害福祉課
☎４７０・７７４７、
ファクス
４７５・８１８１

身体障害者相
談員市役所１階相談室午前１０時～

正午１０日（金）身体障害者相談

知的障害者相
談員市役所１階相談室午前１０時～

正午８日（水）知的障害者相談

同センター
☎４７７・２７１１

さいわい福祉
センター支援
員

さいわい福祉セン
ター

午前９時～
午後５時平日心身障害者（児）

相談

※直接会場へ。ハローワーク
三鷹職員

市役所１階ワーク
コーナー

午前９時～
午後５時開庁日職業相談

※直接会場へ。
市住宅増改築
等斡旋事業登
録団体協議会

市役所１階屋内ひ
ろば

午前１０時～
午後４時９日（木）住宅増・改築相談

市消費者セン
ター
☎４７３・４５０５
※直接会場へ。

消費生活相談
員

生活文化課
（市役所２階）

午前１０時～
午後４時平日消費者相談

※電話相談も可。

生活文化課
☎４７０・７７３８４月は実施しません行政相談

健康課保健サ
ービス係
☎４７７・００２２

助産師・
保健師ご自宅希望する方は右記へ

問い合わせください。
妊婦訪問

赤ちゃん訪問

介
護
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
す

号
被
保
険
者
）
で
一
定
以
上
の
所

得
の
あ
る
方
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
と
き
の
自
己
負
担
が

２
割
に
な
り
ま
す
（
７
月
に
負
担

割
合
証
を
送
付
）
▼
「
特
定
入
所

者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
（
施
設
サ
ー

ビ
ス
の
居
住
費
と
食
費
）」（
負
担

限
度
額
）
を
支
給
す
る
条
件
が
変

更
に
な
り
ま
す
▼
現
役
並
み
所
得

者
に
相
当
す
る
方
の
「
高
額
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
」
の
上
限
額
が
医
療

保
険
制
度
の
限
度
額
と
同
額
に
引

き
上
げ
ら
れ
ま
す

　
制
度
改
正
の
詳
細
は
、
広
報
５

月
１
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
た
、　

年
２
月
末
時
点
で
要
介

２７

護
・
要
支
援
認
定
を
お
持
ち
の
方

に
は
、「
制
度
改
正
の
お
知
ら
せ

（
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
）」を
３
月
中
に

郵
送
し
ま
す
。
こ
の
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
は
、
介
護
福
祉
課
（
市
役
所
１

階
）、
東
部
・
南
部
・
西
部
の
各
地

域
セ
ン
タ
ー
で
も
配
布
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
同
課
☎
４
７
０
・
７

７
５
０
、
７
８
１
８
へ
。

入
し
た
方
の
う
ち
、
４
月
か
ら
新

た
に
保
険
料
が
年
金
か
ら
天
引
き

さ
れ
る
方

◎
年
金
天
引
き
か
ら
口
座
振
替
へ

納
付
方
法
の
変
更
が
可
能
で
す

　
保
険
料
の
納
付
方
法
は
、
年
金

天
引
き
に
よ
る
納
付
が
原
則
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
申
し
出
に
よ
り

口
座
振
替
（
普
通
徴
収
）
に
変
更

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
変
更
を
希
望
す
る
方
は
、
①
口

座
番
号
が
分
か
る
も
の
②
口
座
の

届
け
出
印
③
後
期
高
齢
者
医
療
被

保
険
者
証
（
既
に
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
の
口
座
振
替
を
登
録
し

て
い
る
方
は
③
の
み
）
を
持
参
の

上
、
保
険
年
金
課
高
齢
者
医
療
係

（
市
役
所
１
階
）
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　
３
月
中
に
手
続
き
を
し
た
場
合
、

６
月
の
年
金
天
引
き
か
ら
中
止
に

な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
同
係
☎
４
７
０
・
７

８
４
６
へ
。

市
の
課
題
整
理
に
大
変
役
立
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
が
加
速
す
る
中
、

課
題
を
見
誤
り
、
対
策
を
先
延

ば
し
に
す
る
こ
と
は
市
政
の
発

展
に
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
と
な
り

ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
長
期
的

な
視
野
に
立
ち
、
今
か
ら
打
つ

べ
き
対
策
に
着
手
し
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

　
「
未
来
へ
の
責
任
」は
、ま
さ

に
今
問
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
責

任
を
皆
さ
ん
と
共
に
果
た
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
特
性
を
生
か
し
つ
つ
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
英
知
を
結
集

し
、
夢
と
希
望
の
持
て
る
元
気

な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
「
東

久
留
米
版
総
合
戦
略
」
を
策
定

し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。　

年
２７

度
は
、
そ
の
動
き
を
加
速
さ
せ

て
ま
い
り
ま
す
。

東
久
留
米
の
未
来
創
生

東
久
留
米
の
未
来
創
生
へへ

　
「
地
方
創
生
」と
い
う
流
れ
に

全
国
の
自
治
体
が
動
き
始
め
て

い
ま
す
。
東
久
留
米
市
は
東
京

圏
の
自
治
体
で
あ
り
、「
地
方
」

か
ど
う
か
、
疑
問
も
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
地
域
の
実
情
に
合

わ
せ
、
地
域
の
魅
力
を
高
め
て

い
く
た
め
、
当
市
に
お
い
て
も

地
方
創
生
に
向
け
始
動
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
地
域
の
特
性
を
生
か
し
つ
つ
、

課
題
解
決
に
向
け
戦
略
的
に
ポ

イ
ン
ト
を
絞
り
、
目
標
設
定
を

し
、
地
方
版
総
合
戦
略
と
し
て

策
定
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
結

果
の
検
証
も
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
策
定
に
当
た
り
、
地
域
住
民

の
知
恵
を
生
か
す
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
さ
に
総
合
戦
略
の
出
来
に
地

域
の
力
量
が
問
わ
れ
る
も
の
だ

と
考
え
ま
す
。

　
「
地
方
」で
は
、人
口
減
少
対

策
や
景
気
対
策
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
解
決
が
急
が
れ
て
い
ま

す
が
、
東
京
の
一
人
勝
ち
と
言

わ
れ
る
都
内
に
も
消
滅
可
能
性

地
域
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
油
断

は
禁
物
で
す
。

　
市
で
は
昨
年
、
財
政
健
全
経

営
検
討
会
議
を
設
置
し
て
お
り
、

会
議
で
の
議
論
の
結
果
は
今
後

市長

話
、
書
面
、
面
談
に
よ
り
早
期

に
納
め
て
い
た
だ
く
よ
う
案
内

を
行
っ
て
い
ま
す
。
未
納
の
ま

ま
放
置
す
る
と
、
強
制
徴
収
の

手
続
き
に
よ
っ
て
督
促
を
行
い
、

指
定
さ
れ
た
期
限
ま
で
に
納
付

が
無
い
場
合
は
、
延
滞
金
が
課

さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
納
付
義

務
の
あ
る
方
（
注
１
）
の
財
産

を
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
早
め
の
納
付
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
所
得
が
少
な
い
な
ど
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
免

除
さ
れ
る
制
度
や
猶
予
さ
れ
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
（
注
１
）納
付
義
務
者
は
被
保

険
者
本
人
、
連
帯
し
て
納
付
す

る
義
務
を
負
う
配
偶
者
お
よ
び

世
帯
主
で
す
。

　
詳
し
く
は
武
蔵
野
年
金
事
務

所
☎
０
４
２
２
・
５
６
・
１
４

１
１
へ
。

国
民
年
金
保
険
料
は
納
付

国
民
年
金
保
険
料
は
納
付
期期

限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ

限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
うう

　
国
民
年
金
保
険
料
は
日
本
年

金
機
構
か
ら
送
ら
れ
る
納
付
書

に
よ
り
、
金
融
機
関・郵
便
局・

コ
ン
ビ
ニ
で
納
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
に
よ
る
納
付
や
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用
し
て
の

納
付
、
そ
し
て
便
利
で
お
得
な

口
座
振
替
も
あ
り
ま
す
。

　
日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
期
限
ま
で

に
納
め
な
い
方
に
対
し
て
、
電

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

保
険
料
が
年
金
天
引
き
さ
れ
て
い
る
方
、

４
月
か
ら
年
金
天
引
き
が
始
ま
る
方
へ

保
険
料
の
仮
徴
収
を
行
い
ま
す

第一小学校の130周年記念式典


